
スラリー系機械撹拌式深層混合処理工法
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厄b寧／L./ヽJ
建築物の強固な基礎づくりを実現する新しいソイルコラム工法。2う91；／し；うそこ7:ラ:L,-2：らぞ

コラム径cp400~1600mm、改良長最大15mまで適川範囲が広がりました。
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新開発の撹拌装置とミキシングテスターで

扁品質のコラムを築造する

新しいソイルコラム工法です。

ウルトラコラム工法は、セメント系固化材スラリ

ーを用いる機械撹拌式深層混合処理工法です。独

自形状の十字型共回り防止翼を有する掘削ヘッド

を採用し、粘性土地盤などで問題となる土の共回

り現象による撹拌不良を低減。また、施工直後にコ

ラムの比抵抗をミキシングテスターで測定し、撹

拌状況を確認することで、高品質のコラムを築造

できます。

1 二 撹拌装置

先端に固化材の吐出口を設けた中空ロッドと

撹拌翼、2種類の共回り防止翼、掘削翼で構成

したシンプルな撹拌装置です。共回り防止翼

の「突出翼」は、翼長が掘削径よりも長く、地盤

から反力を得ることで回転を防止します。また、

「中間翼」は翼長が短く、貫入時の抵抗を抑え

るとともに、粘性の高い土質の撹拌混合に効

果を発揮します。

／ 

先端ビット 吐出口

一共回り防止翼
（突出翼）

一掘削翼













お問い合わせは福山工場または営業担当者までお願いします。




